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､
東
京
･
港
､
上

村
一
行
社
長
)
は
今
年
度
末

に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設

定
者
専
用
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
立
ち
あ
げ
る
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自
分
の

発
電
実
績
の
デ
ー
タ
を
登
録

す
る
と
､
異
常
値
の
有
無
や
､

全
国
で
ど
の
程
度
の
位
置
に

あ
る
か
を
把
握
で
き
る
な
ど

の
機
能
を
設
け
る
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1
年
間

で
3
万
人
の
会
員
を
集
め
て

金
囲
規
模
の
発
電
義
な
ど

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
'
活
用
す

る
こ
と
を
め
ざ
す
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金
団
の
ほ
か
の
利
用
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と

比
較
し
て
､
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
が
可
能

だ
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定
期
的
に
情
報
を
送
る
こ

と
で
､
発
電
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が
急
激
に
減

っ
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り
な
ど
の
変
化
が
鬼
見

や
す
く
な
り
､
故
障
や
不
具

合
を
早
期
に
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つ
け
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こ
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も
で
き
る
o
当
面
は
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同
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太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
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比
べ
サ
イ
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を
通
じ
て
太
陽

光
発
電
装
置
を
婦
人
し
た
利

用
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ま
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商
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広
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媒
体
と
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も
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す
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比
較
的
割
高
な
太
陽
光

発
電
装
置
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購
入
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エ
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商
品
へ
の
関
心
が
高
い
と
み

ら
れ
る
こ
と
を
生
か
す
｡
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見
比
べ
サ
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い
る
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現
在
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社
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は
､
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イ
ト
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情
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供
し
て
い
る
全
国
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い
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